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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月5日(2021.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース基板と、
　前記ベース基板上に円形パターンで配置された複数の下部電極と、
　前記複数の下部電極の上の強誘電体層と、
　前記強誘電体層上の単一の上部電極と、
　を含み、
　前記強誘電体層は、前記複数の下部電極のそれぞれ、及び、前記単一の上部電極と接触
する、
　ことを特徴とする円形印刷メモリ装置。
【請求項２】
　前記円形パターンは、前記複数の下部電極のうちの２つの下部電極の間の単一の開放位
置と、前記円形パターンの中心における中央開放位置とを含む、請求項１に記載の円形印
刷メモリ装置。
【請求項３】
　前記単一の上部電極は、中央部材と周囲部材とを含むリングを含む、請求項２に記載の
円形印刷メモリ装置。
【請求項４】
　前記周囲部材は、前記単一の開放位置において前記強誘電体層の上に配置される、請求
項３に記載の円形印刷メモリ装置。
【請求項５】
　前記周囲部材および前記複数の下部電極のそれぞれは、ほぼ円形のコンタクトパッドを
含む、請求項３に記載の円形印刷メモリ装置。
【請求項６】
　前記周囲部材及び前記単一の上部電極は単一の連続片から構成され、
　前記周囲部材は、前記単一の上部電極の前記周囲部材をピン０として読み取り装置に識
別させるように、ほぼゼロの抵抗を有する、請求項３に記載の円形印刷メモリ装置。
【請求項７】
　前記中央部材は、前記強誘電体層の上に位置している、請求項３に記載の円形印刷メモ
リ装置。
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【請求項８】
　前記複数の下部電極及び前記単一の上部電極は、導電性材料で構成される、請求項１に
記載の円形印刷メモリ装置。
【請求項９】
　前記強誘電体層は、フッ素を含むポリマーで構成される、請求項１に記載の円形印刷メ
モリ装置。
【請求項１０】
　前記ベース基板は、可撓性プラスチックで構成される、請求項１に記載の円形印刷メモ
リ装置。
【請求項１１】
　メモリセルが、前記単一の上部電極及び前記強誘電体層と交差する前記複数の下部電極
のそれぞれによって形成される、請求項１に記載の円形印刷メモリ装置。
【請求項１２】
　前記メモリセルは１ビットを記憶する、請求項１１に記載の円形印刷メモリ装置。
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